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SAXSビームラインメンバー

PF小角散乱ビームラインメンバー：総勢14+1名

• BL全般・BL高度化整備

五十嵐教之（准教授）、清水伸隆（准教授）、森丈晴（専門技師）、大田浩正（三菱電機SC）

• X線小角散乱測定解析支援

（BioSAXS分野）：米澤健人（研究支援員→研究員（2018年1月～））

（マテリアル分野）：高木秀彰（特別技術専門職→特別助教（2018年4月～））、
富田翔伍（博士研究員（2017年4月～）

• BL利用支援（日本アクシス）

西條慎也、鈴木文俊（2017年4月～）、及川哲郎（2017年10月～）

• 解析ソフトウェア開発/データベース開発

（SAngler/WAngler）：谷田部景子（システムエンジニア）

（Synthesizer/Serial Data解析）：高橋正剛（システムエンジニア）

（Database）：大野昌樹（システムエンジニア（2017年8月～））

• BL事務連絡、HP整備、講習会・研究会事務、etc…

小針美由紀（秘書）

PF制御グループ（SAXS BL測定制御・SSCソフトウェア開発）

永谷康子（特別技術専門職）



Photon FactoryのSAXSビームライン 3

Hard and Soft materials：Hard materials, Soft materials, Fiber (materials), Organic molecules.
Biomaterials：Lipid, Fiber (materials), Biomineral.
BioSAXS: Protein (Structural Biology, Biophysics).



SAXSビームラインの課題・利用状況

• 創薬等支援技術基盤プラットフォーム（PDIS）は2012～2016年度で実施された。

創薬等先端技術支援基盤プラットフォーム（BINDS）は2017年度より開始され、

2021年度までの予定。

分野別の有効課題数：プラットフォーム課題、施設利用などG課題以外も全て含む
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BT配分の状況

※2017年度の運転期間が特殊なため、2016年度第3期と
2017年度第1期を1期間と見なして配分ルールを検討

2016年度第1期 2016年度第2期 2016年度第3期 2017年度第1期 2017年度第2期 2017年度第3期

配分充足率 77.5 74.5 88.5 89.6 69.9 91.0 

有効課題 116 114 116 116 120 121

希望課題 94 97 49 50 99 79

希望後未配分課題 14 11 0 0 12 0

BT配分可能時間（時間） 2808 2832 1680 1872 2784 2784

ユーザー総希望時間（時間） 2880 3111 1392 1620 3188 2528

一般課題（G, P, スタッフ優先）（時間） 2160 2208 1176 1416 2160 2244

一般課題（G, P, スタッフ優先）（％） 76.9 78.0 70.0 75.6 77.6 80.6 

創薬等PF留保（時間） 288 264 120 0 240 184

創薬等PF留保（％） 10.3 9.3 7.1 0.0 8.6 6.6 

先端共用PF（時間） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

先端共用PF（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

民間共同研究（時間） 36.0 36.0 12.0 0.0 0.0 0.0 

民間共同研究（％） 1.3 1.3 0.7 0.0 0.0 0.0 

施設利用（時間） 36.0 75.0 44.0 36.0 68.0 56.0 

施設利用（％） 1.3 2.6 2.6 1.9 2.4 2.0 

その他留保（時間） 36.0 12.0 0.0 36.0 0.0 0.0 

その他留保（％） 1.3 0.4 0.0 1.9 0.0 0.0 

調整（時間） 252 237 328 384 316 300

調整（％） 9.0 8.4 19.5 20.5 11.4 10.8 

未配分課題の割合（％） 14.9 11.3 0.0 0.0 12.1 0.0 

15A2を第1希望だが他BLに配分（件数） 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0 6.0 

10Cを第1希望だが他BLに配分（件数） 9.0 9.0 18.0 10.0 16.0 17.0 

6Aを第1希望だが他BLに配分（件数） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 



G型/P型/施設利用/民間共同/スタッフ優先の課題数

※2016年第3期と2017年第1期は一つの期と見なして配分ルール策定・
希望調査を行った。この期間の未配分課題はゼロ。
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G型/P型/施設利用/民間共同の配分充足率

※2016年第3期と2017年第1期は一つの期と見なして配分
ルールを策定したため、充足率が向上している。
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SAXSビームラインのBT配分の内訳（時間）

BL-6A, 10CとBL-15Aの時間の中で15A2用とされた時間のみ集計している。
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小角散乱分野：BT配分の内訳（時間）

調整（時間）
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論文登録数

2018年3月2日現在

※補足
➢6Aは旧15Aを含む。
➢9C(SAXS)は併用したビームラインに含まれる。
➢複数のBLで登録されている場合は、メインで利用したBLを判定し、1つのBLのみでカウント。

http://pfwww.kek.jp/saxs/user_publication.htmlに掲載中

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

15A2 0 1 0 2 7 3 1

10C 26 25 16 21 22 26 1

6A 24 30 23 29 27 22 4

合計 50 56 39 52 56 51 6

IF > 4 13 14 6 14 19 15 1
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2017年度装置整備1

BL-15A2ビーム集光系位置フィードバックシステム導入に伴う光学経路の改造
→主に鉛直方向のビーム位置変動の抑制
試料検出器間の真空の切り分け、差動排気系の改良
→検出器保護、試料交換の高速化（試料部の低真空化）

 バルブ導入・チャンバ改造・真空排気経路変更・インターロック変更・BPM・新架台設置

 後ろの定盤でカメラ長変更時、これまでは上流側と真空が繋がっていなかったのでポ
ンプをすぐに落とせましたが、現在はゲートバルブを締める必要があります。
➢ 窓が無くなったので、バックグラウンドレベルが低減化。

 作業は完全に終了していないため、来年度も継続して行います。

（※現在はポンプは手前側に置かれている）



2017年度装置整備2

BL-6A：インターロック・ステーションコントローラの更新
→老朽化対策

• 2017年11月の利用から変更されたが、当初はタッチパネルの反応が悪く、ボタンを押
しても反応が無いため何度も押す…といった不具合が多かった。

• 2018年2月8日からOSをWindowsからLinuxに変更。当初、タッチパネルの反応は改善
したものの表示の更新が遅かったが、修正によって改善しつつある。



2017年度装置整備3

BL-6A：ビームサイズ成形スリット（S1スリット）更新
→動作不具合の解消

• 旧スリットは動作に問題が発生し、開口量などに再現性が無い状態になっていた。
• BL-15A2の改造に伴い、ビームサイズ成形スリット（S4スリット）として利用していた
同スリットをBL-6Aに移設した。



2017年度装置整備4

BL-15A2 Tender-GISAXS：ヒーターステージの導入
→In situ測定への対応

• 京大・奥田先生よりご紹介頂き導入（坂口電熱製の窒化アルミヒーター。特注品）
• 試料面：25×25mm

ヒートステージ
コントローラ

ステージ断熱用に
BLのチラーを利用。

通常300℃（最高350℃）



2017年度装置整備5

Database用サーバー導入
→データのWeb閲覧なども可能とする。
→BioSAXSデータの構造生命科学研究への相補利用。

コントロールサーバー

ディスクサーバー（20TB）

HP ProLiant DL380 Gen9サーバー



2017年度装置整備6

SEC-SAXS用新HPLC導入
→ 既存の2つのシステムの内の一つは大

型のため、ハッチ内スペースをふさい
で人の往来を妨げるため、安全上問題
があった。

→ 大型の方のシステムはSEC-MALS専用
として、2018年4月から生理試料準備
室に常設する。

Nexera-i（SHIMADZU）

1. 現在BL-10Cで利用中のAcquity（Waters）と、この
Nexera-iに関して、どちらをBL-10C、15A2で利用
するか検討中。

2. 試料バイアルはそれぞれ違う物を利用する。



2017年度装置整備7

Instecステージに熱電対ポート増設
→ これまでは試料部の実温度に関して
は別途デジタルロガーを使って記録し
ていたため、X線測定のログ、Instecス

テージの温度ログ、実温度を計測して
いる熱電対の温度ログの3つを並べて
確認する必要があった。

→ Instecステージのログに、設定温度と

実温度が両方記録されるようになり、
管理・解析が分かり安くなった。

Date:  1:18:2018
Time:  15:53:42
System               :KSD48m21707697
Actual Temperature(C):              24.207
Note:
start
time TC TT TF Power TM Status

53:43.0 24.208 NA 50 0 24.211 Stop
53:45.0 24.207 24.207 50 -0.097 24.207 Ramp
53:46.0 24.207 24.29 50 0.955 24.207 Ramp
53:47.0 24.213 24.373 50 1.678 24.221 Ramp
53:48.0 24.231 24.457 50 2.283 24.207 Ramp
53:49.0 24.266 24.54 50 7.828 24.221 Ramp
53:50.0 24.315 24.54 50 2.144 24.223 Ramp
53:51.0 24.374 24.623 50 2.441 24.212 Ramp
53:52.0 24.448 24.707 50 2.514 24.229 Ramp
53:53.0 24.521 24.79 50 2.744 24.237 Ramp

熱電対の計測温度



2017年度装置整備8

透過型SAXS-DSC同時測定ステー
ジの導入（2018年3月納品予定）

リガクさんカタログ

➢ 導入後、まずは施設側の方でStudy

を実施した上で、利用に関して情報
を公開します。場合によっては、一
緒に初期のテスト測定にご協力頂く
ことをお願いする可能性もあります。



2017年度装置整備9

小型引張試験機の導入（2018年3
月納品予定）

アイエス技研さん

➢ 導入後、まずは施設側の方でStudyを実施した上で、

利用に関して情報を公開します。場合によっては、
一緒に初期のテスト測定にご協力頂くことをお願い
する可能性もあります。

（1） 延伸 方式 試料の両側延伸

モーター ステッピングモーター（αステップ）
使用

（2） 速度 範囲 0.06～60mm/min 

（3） 延伸量 範囲 90.0mm

（4） チャック間 範囲 10.0～100.0mm

通常の原点復帰位置はチャック
間が20mm 

（5） 荷重 範囲 200.0N（200Nロードセル使用）

（6） ウィンドウ 角度 水平±70°（チャック間20mm以
上のとき）
垂直±70°（チャック間20mm以
上のとき）

※写真は鉛直方向だが、実機は
水平方向に延伸



全自動測定制御システム

（1）全自動測定系の導入

 試料
回転サンプルチェンジャー（RSC）
グリッドスキャン
GISAXS時の入射角変動

＋

 検出器
PILATUSでGAPの無いイメージ

を取得するための検出器駆動
（3カ所での計測）

全自動化

それぞれの機能が有効になると色を変えて表示

＋
 BL光学系
連続的に測定X線波長（エ
ネルギーを変更（ASAXS）

測定エネルギー（波長）スキャン機能

試料ステージ自動変動機能検出器位置
変動機能
（3箇所）



試料部自動変動機能システム

RSC

Glid
Scan

GISAXS

File prefix

Cycle(Sample) 
number

Detector 
position

Image 
number

Synthesizer の

フォルダー監視
モードを使えば、
一定時間間隔
で画像データが
自動合成される

Energy or 
Wavelength

自動生成されるファイル名

※Synthesizer対応済み



Tender X線利用専用の測定GUI

エネルギースキャン機能
（ASAXS対応）

入射角自動スキャン機能

試料面自動アライメント機能



SAngler 2.0.7 http://pfwww.kek.jp/saxs/SAngler.html

Serial Data Monitoring and Automatic Data Reduction for SEC-SAXS measurement

Image data auto loading

Circular average

Background subtraction

Autorun mode

22

Point pick profile

3D profile



各種マニュアル

• 主に試料回りの装置に関する測定操作マニュアルなどを
公開しました。

http://pfwww.kek.jp/saxs/PF-SAXS_beamline_Information.html
[PF小角散乱HP]→[ビームライン]→[BL詳細情報（マニュアル等）]

マニュアルは随時更新され
ますので、利用前には最新
のバージョンを確認下さい。



この1年の主要トラブル
• 2017年8月～10月@BL-15A2

• BL-15A2のPILATUS3 2Mに多数のデッドピクセルが発生していたため、DECTRISに返送して24個
のモジュールの内の3個を交換し、さらにモジュールの再配置を実施。

• 2017年9月25日@BL-15A2

• BL-15A2ファイルサーバーのディスク領域を構成するHDD5台が不調になりRAID破損。残念なが
ら全てのデータを一度失ってしまう。交換復旧済み。

• 2017年12月8日@BL-15A2

• モジュールの1個から正常な信号が出力されなくなる。2018年1月18日にDECTRISの技術者が来
所して当該モジュールを交換して復旧。

• 2017年12月11日@BL-10C

• 4×5mmBS(PD)不調。メーカーにて修理。

• 2017年12月14日@BL-6A

• 5×6mmBS(PD)断線。メーカーにて修理

• 2017年1月

• 2017年2月6日@BL-10C

• 5×6mmBS(PD)不調（修理したのとは別）。メーカーにて修理中。

• 2017年2月21日@BL-6A

• 5×6mmBS(PD)再度断線。メーカーにて修理中。

交換前

交換後



来年度の状況

創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業

 創薬等先端技術支援基盤プラットフォーム（BINDS）にビームタイムを供出します（BL-10CとBL-

15A2。BL-6Aはありません）。

 ビームラインの基盤整備を実施します。BioSAXS中心ですが、光学系や測定系などは利用に関し

て分野は関係ありません。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

高度化/整備予定

 BL-15A2：TenderSAXS/ASAXSシステム更新・新規開発導入

 BL-15A2：ビーム安定化システム導入（継続）

 Webインターフェースを持つデータベースシステムの開発

 μ流路SAXSシステム開発。

ビームタイム運営

 H29年度より利用支援スタッフ3名が配置されました。徐々に経験値を上げておりますが、特に1

～3月の運転では、支援スタッフ中心の立ち上げ調整などを進めております。

 H30年度より、一部の休日の対応もビームラインの支援スタッフで行う予定です。

 問題がある場合は常勤スタッフもすぐにサポートできる様にしております。何卒ご協力のほど、よ

ろしくお願いします。



過熱昇温装置利用時のお願い

• 持ち込みの過熱昇温装置を利用する場合は、ビームラインの
過熱昇温装置接続可のOA TAPに接続する際に、装置とTAPの
間にポッキンブレーカー（日動PIPB-EK-N）を使って下さい。

装置 電源ケーブル

ポッキンブレーカー

過熱昇温装置接続用OA TAP

• ポッキンブレーカーは各ビームラインに2個用意して有ります。これを間に挟むことで、過負
荷・漏電の場合でも、ビームラインの分電盤のブレーカーを落とすことはありません。

• もしポッキンブレーカーのブレーカーが落ちた場合は、装置側に問題がありますので、確認
と対処をお願いします。

PV  145℃
SV 170℃



課題申請に関しての注意事項
• （基本情報）：https://www2.kek.jp/imss/pf/use/proposal/

• （課題の再申請）採択されたけれども評点が低いためにビームタイムが配分されない
課題について、より高い評価を得るために再申請を行うことができます。このような申
請を提出する場合には申請書の中の課題名の最初に再申請であることを明記して下
さい。再申請が採択された場合には、いずれかの課題を取り下げていただきます。

• （取り下げの連絡先）

高エネルギー加速器研究機構 研究協力部研究協力課

共同利用支援室 共同利用係

TEL: 029-864-5126

E-mail:kyodo1@mail.kek.jp

• 再申請が可能なのは、最初の課題でビームタイムを利用していない場合に限ります。

• （注意事項）

• 課題を再申請する際に、最初に採択された（評点が低い方の）課題で既にビームタイ
ムを利用していた場合は、この内容での再申請は認められないため、申請自体が無
効（審査の対象外）となります。

• そのような場合は、内容が全く異なる新しい課題を別途申請するようにお願いします。

※2018年5月の課題申請では、このルールが適用されますが、現在、新しい規定が検討中
で、11月の課題申請から変更される可能性が高いです。決まりましたらお知らせ致します。



成果登録に関する協力のお願い

• 様々な場面でPF SAXSビームラインを活用した成果を紹介す
ることを求められております。
➢KEK研究成果管理システム（https://www2.kek.jp/imss/pf/science/pubdb/）

から成果の登録をお願いします。

➢登録された成果は、PF小角散乱HPでも公開しております。

http://pfwww.kek.jp/saxs/user_publication.html

• 論文発表された成果に関して、発表に使用されたファイル
の一部（スライド1枚）等をお送り頂けないでしょうか？
• BL-15A2ハッチ背面通路側には大画面の液晶ディスプレイを準備し
ており、そこでスライドショーを表示することを考えております（BL-
10C背面通路側にも設置を計画しております）。

• また、施設側の講演等で活用させて頂ければと存じます（実際に
使用する場合は、事前にご一報致します）。


